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　 英語教育研究所(現 英語教育センター)は 、フレッシュマン ・イングリッシュを担当
するネイティブ ・インス トラクタ…の所属する研究所 として設立 された。前学長時代、
フレッシュマ ン ・イングリッシュは学園像の一つ 「国際化 時代の即戦力 になるべ き人材
を輩出す ること」 を具現化するもの として、考案実行 されたプログラムである。
　 このプログラムは、週4～5回の45分授業、　 一年生全員必修 など、大学英語教育界にお
いては画期的なプログラムであったこともあり、授業時間設定に関 し他の科 目との調整
など解決すべ き問題が山積 していたが、多数の先生方の協 力の もと実行にいたったと記
憶 している。
　 前任の所長時代は、プログラム司 画から実行への移行期 間が短かかったこともあり、
教員の リクルー トは もちろん、カリキュラム、教材など多 くの点をA(Eセンターに依 存
せ ざるをえなかった。それに加え、この立ち上が り時は、研究所の事務部門を担う専属
職員スタッフもな く、当時の所長はずいぶん苦労 をされたことと思 う。
　私が所長を引 き継いだ時、 前所長から、早急 に検討解決 すべき課題として、下記の よ
うな多 くの宿題を申 し渡 された。
　　教員規程 ・学会出張規程 ・外部出講規程 ・休講規程 ・長期休暇規程等の作成、契約
　　期間 ・契約更新 など契約書作成、退職者の離任 ・着任時期の決定、教員 リクルー ト






作成 と教材 ・カリキュラム開発のため採用 された。さらに、 コーディネーター として、
Mr.Joe　K lly、またその後任 としてMr.Douglas　For terが任命された。
　教材、規程 とも一年後完成 を見た。教材作成については、教養部英語教員、研究所教
員有志の協力を得 てテキス トニ種類が完成、一年後改訂版 も出版 された。その後、研究
所の教員 プロジェク トとし、 さらに新たなテキス トの開発 がなされ、共通テキス トと し
て使用 された。各種規程 につ いても完成をみたが、翌年、亜細亜大学 日本プログラムの







　振 り返れば、諸問題が数々思い出 されるが、幸いにも周 りの方々の献身的な協力を得
て大過なくやって こられた。 この場を借 りあらためて感謝 申 し上げるとともに、英語教
育センターの益々の発展 を望んで1Lまない。
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